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 明けましておめでとうございます。 

 本年も宜しくお願い申し上げます。 

 

 当法人の理念として「誠心誠意」を掲げ、本年も地域の皆様に安全、安心な医療、介護サ

ービスを職員が一丸となって、提供していく所存です。 

 

 「高齢化社会」を迎え、最近ではより一層現実的な状況として「高齢社会」に突入してい

ます。２０１７年９月に日本の６５歳以上の人口は３５００万人で、総人口比で約２８％に

達しました。少子高齢化ということで、ますます労働人口が減少し、高齢者は増加していき

ます。要介護状態になる原因の１位は老衰（フレイル）です。“生命的な寿命”と自分で動

ける“健康寿命”の差をいかに縮め、要介護状態の期間を短くする。つまりフレイルになら

ないように心身機能を高めるため、当法人はリハビリを主眼に訪問リハビリ、運動器リハビ

リ、通所リハビリ、障がい者リハビリを過去２０年間つぎつぎと積極的に推し進めてきまし

た。 

 

 日本老年医学界では、フレイルは早期に発見し適切なリハビリを行うことにより再び健常

な状態に戻ることができ、生活機能の維持、向上を図れるとしています。家族や周りの専門

職がいかに早くフレイルの状態に気づき、対応することにより要介護状態に至る危険性を減

らせる可能性があります。早期発見のためには、体重減少、疲れやすい、歩く速度の低下、

握力の低下、身体活動量の低下が挙げられます。少しでも上記の項目で気になることがあれ

ば早めにご相談ください。 

職員一同、皆様の“健康寿命”の延伸に向けて頑張ります。 


